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ＴＰＰ農林水産物市場アクセス交渉の結果について 

－公益財団法人食品流通構造改善促進機構－ 

 

関連省庁・団体からのお知らせ 
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中国向け輸出食品における残留ヒ素基準値の超過について（周知） 

－ 農林水産省食料産業局輸出促進課 － 
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卸研３０周年記念フォーラムを開催 
－ライフの清水会長、元菱食の廣田氏が記念講演－ 

－（一財）流通システム開発センター － 

当センターが事務局を務めている情報志向型卸売業研究会（略称：卸研、会長：林洋和  当センター会長）

は、「卸研３０周年記念フォーラム」を、２０１５年１１月１０日（火）、明治記念館（東京・港区）において開催した。 

１８回目となる今年の卸研フォーラムは、卸研が設立されて３０周年を迎えたことから、３０周年記念のフォーラム

として開催した。 

毎年開催されている卸研フォーラムは、会員各社のトップから実務者、会員以外の流通関係者の方々が一堂

に会する情報交換、交流の場でもあり、本年も約１５０名の参加があった。 

本年度の卸研・研究委員会は、昨年に引き続き「卸情報システムの将来像につなげる基盤整備」を全体年間テ

ーマに、５つのグループに分かれて研究を進めている。それぞれの検討テーマは、「流通ＢＭＳ普及推進：ＩＮＳネ

ット提供終了を機に普及推進」、「スマートデバイス活用：営業スタイルの変革・ＰＣ代替など」、「情報システム部門

の将来像、今後の役割と人財育成」、「入荷作業における精度の維持／向上と効率化」、「２０２０年に向けた人手

不足と物流費高騰への対策」である。 

この研究の中間報告として、本年度の研究委員会座長であるフジモトＨＤ㈱ 情報システム室長 執行役員の

松本寿一氏から、研究会の進捗を報告していただいた。 

基調講演では、日本チェーンストア協会会長であり、（株）ライフコーポレーション代表取締役会長兼ＣＥＯ（最

高経営責任者）の清水信次氏より「流通業の将来」と題して、清水商店の起業から、ライフコーポレーションの設立

の背景を中心に、日本の流通業の歴史を生々しく具体的にご講演をいただいた。 

また、講演では、元㈱菱食の代表取締役会長として、長らく卸研の副会長を歴任していただいた、かまくら廣田

オフィス代表の廣田正氏より「「卸研」の背景と今後について」と題して、まず、卸研の誕生と当時の社会環境を振

り返っていただき、時代と共に変化してきた卸売業とその課題について触れていただいた後に、今後の「中間流

通業」について、力強いコメントを含めて、ご講演いただいた。 

卸研は、異業種の卸売業が互いに共通する情報化に関する課題を研究し、卸売業の情報化を推進し、卸売

業の合理化及び近代化を目的に、１９８５年８月に当時の通商産業省（現：経済産業省）の支援により設立され

た。卸売業を中心にした正会員とこれを支援する賛助会員により組織されている研究会として、これまで３０年にわ

たって、会員による調査、研究活動が行われ、様々な研究報告や提言など数多くの実績がある。  

 （卸研事務局  上田） 

流通センターニュース第 210 号より転載  

熱心に聴講する参加者 
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